











　「フィールドワーカー」として、私はシベリアや極東ロシア、中国東北部などの少数民族の民話や神話を録音し、書き取ってきた。なかには創世神話もあったし、ベーリング海をはさんで新大陸にも類話が見出されるワタリガラス神話もあった。射日神話といって、大昔は太陽が三つあり、暑さで人も獣も死に絶えそう 有様だったが、英雄が現れて二つの太陽を射落とした、なんて話もあった。こ ような神話についての専門書を紹介するのが筋かもしれないが、大学生が夢中になって読む は思 い。どうせなら、みんなの人生に強烈な衝撃 与えるような本を紹介したい。そんなわけで編集部 は悪いが、しい 言えば「過去をつなぐ」というテーマにいくぶんか関わ （かもしれないぐらいの）本を三冊紹介する。　一
. 「小野田さん」 、といっても今の大学生は知らないだ

























パ癌も乗り越え史上最高齢（六六歳）での王座位獲得記録を持つ棋士（囲碁）であった。誰にでも分け隔て く教える人で、中国韓国にもたくさんの弟子がいて彼を尊敬している。しかしこの人、そんな説明で済む人物 はない。競輪競馬で何億円もの借金を負う。アル中で刑務所には入る。四文字は連呼する 、奥さんの他に昵懇になった女性が何人もいる（子供も十何人） 。しかし秀行先生は言うのだ、「修しゅうしょういちにょ
証一如という教えがある」と。その意味するところは
何か。迷った時、気力の湧かない時に、オレはこの本 開く。そこには明日を切り開く唯一のヒントがある。そんなわけで、みんなにも読んでみてもらいたい。もちろんそこから何を得る は、人それぞれ違うと思うけれど。
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